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100 臨床神経学｜2025｜65巻 1号

2024年 11月，現代詩を代表する詩人，谷川俊太郎氏が
逝去されました．『二十億光年の孤独』で「万有引力とは
ひき合う孤独の力である　宇宙はひずんでいる それ故み
んなはもとめ合う」と詠った彼の言葉は，人々が互いを理
解しようとする努力の本質を示唆した言葉として語り継が
れるでしょう．
神経内科の臨床において，私たちは日々，患者さんの語
る主観的な症状に耳を傾け，その体に触れ，歩く姿を観察
します．しびれ，痛み，めまい，ふらつき，これらの症状
は，患者さんにしか分からない体験です．だからこそ私た
ちは，より注意深く患者さんの言葉に耳を傾け，より丁寧
に身体に触れ，より深く症状を理解しようと努めます．そ
の一つ一つの行為が，患者さんの体験する世界へと私たち
を引き寄せていきます．
神経学的診察は，単なる手順の集まりではありません．
患者さんの目線に合わせてゆっくりと座り，時には横たわ
る姿勢を共にし，手足の動きを確かめる，それは患者さん
の体験している世界に，少しでも近づこうとする営みです．
複雑な神経症状の背景には，その方の人生や生活があり
ます．進行性の疾患と向き合う不安，日常生活での困難，
社会的な制約，私たちはこれらすべてを包括的に理解し，

対応していく必要があります．このような深い理解と対応
には，様々な専門性が求められます．理学療法士，作業療
法士，言語聴覚士，看護師，ソーシャルワーカー，それぞ
れが患者さんの異なる側面に寄り添い，その専門性を生か
しながら，共に患者さんを支えていきます．
臨床神経学は，最新の医学知識と技術を必要とします．
しかし同時に，それは深い人間理解に基づく実践でもあり
ます．患者さんの体験を理解しようとする真摯な努力，そ
して患者さんと共に歩もうとする意志，それらが私たちの
診療の核心にあります．
これからも臨床神経学は，科学的な進歩と人間的な理解
を両立させながら，発展していくことでしょう．患者さん
の人生に寄り添い，共に歩む医療を実践していく．それが，
私たちの目指す臨床神経学の姿です．
谷川氏は引き合う孤独を万有引力と表現されましたが，
臨床神経学は患者さんの孤独を引き寄せる，私たちの引力
となり得ると考えています．その名を冠した本誌『臨床神
経学』が，これからも脳神経内科学に関わる者たちの万有
引力であり続けることを，心より願っています．

 （小野寺　理）


